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甜-菜のモザイク病に就いて

踊士貞吉・四方英四郎
(北海道大挙農事溜。

吉谷啓作
{兵庫大準農接部)

Sugar.beet mosaic. 

By 

TEIKICHI FUKUSHI， EISHIRO SHIKATA 
.and KEISAKU YOSHITANI 

I 緒 盲

甜菜 (Betavu/garis L. var. sacclwrifera LANGE) 

は北海道に於て明治4年以来栽培せられ(永升二

1949)，現在に於ても重要なる工華作物の一つであ

る。我が図に於て甫菜~f必ず病害は主として菌類

及び市in菌に因るものでるり(中間 1948)，パイラス

病に就いては日野(1933)が，我が閣のパイラス病

:Iii:病杭物中に甜菜の名を事げたに過ぎない。欧米

各園に於ては古くから種々の甜菜パイラス病が報

告・せられ， SMITH (1937)によれば， sugar beet curly 

top， sugar beet mosaic， sugar beet leaf curl， sugar 

beet yellows， sugar beet savoy disease， tobacco ring 

spot，等の病害が記載されているが，我が閤に於

ては甜菜モザイク病の護生が指摘されたのみで、あ

る。北海道の甜菜栽培はその歴史が古いに拘ら歩、

モザイク病の費生が見られなかった。然るに 1949

年夏北海道大墜農製部長場(札幌)に於て， はじ

めて市菜モザイク病が護見され翌年には同:農場の

外上川郡士別町，空知郡山部村及び北海道:農業試

験場(琴似回日の甜菜11Ill場に同じ病害の護生が認

められた。もし今後との病害が庚く蔓延すれば，

北海道の甜菜栽培に一大脅威を興えるととが明ら

かなので， 1950年以来2箇年に亘ってとの病害の

停染経路その他に闘する研究を行った。その結果

をと誌に報告・する。材料蒐集には日本甜菜製情株式

合枇士別製機所技師蔀亘氏，同枇野幌探積所所長

松本元治郎氏の御好意による所が多い。記しで深

く謝意を表する失第である。

H 既往の研究

BONING (1927) によれば甜菜のモザイク病

をはじめて記載したのは PRlLLlEUXet DELA-

CROIX (1898)であるという。彼等はフランスに方さ

て jaunisseなる病害を報骨したが，その病徴が甜

菜モザイク病と同じだというととである。彼等は

その病原を細菌であると認めているが，果して員

の細菌病で、あったか，或いは首時のモザイク病の

細菌病原設に迎合した結果かような設を記したも

のであるか判明しない。又との病気がモザイク病

に非歩、して yellows(萎黄荊)であったろうという

疑念、を生やるのである (WA'l、SuN1951)。 その後

類似の病害がデンマルクに於て RuSTRUP(1904) 

及び RAVN(1914)によって報告され，スウェー

デンに於ては ERIKSSON(1912)が之を記載した。

LIND (1915)はデンマルクに方さて飼キキ用ビー

トのモザイク病主主る病名のもとに，との病害を記

故し，粒子体染の起らぬととを認め，朗虫等の媒

介によって惇染ナるものと考えた。彼はとの病害

の護生が飼料用ピ戸トに限られるものと考えたが，

米閣に於ては TuWNSEND(1915)及てARuBBINS 

(1921)が甜菜のモザイク病の護生を報告し，その

病微を詳しく記載した。 ROBBlNSとの病害がモモ

アカアプラムシ (MyzusPersicae)の媒介によって惇

染するととを指摘したが， その後 VERPLANCKE

(1933)， HOGGAN (Hl33l， SMlTH (1934)， MA'fTHEWS 
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(1945)， POUND (1947)， KVICALA (1947)， SEVERIN 

and DRAKE (1948)， SYLVESTER (1949)によって確

認された。 BONING(1927)は甜菜モザイグ病の病

q~ を Tüpf巴lmosaik， Punktmosaik， Fleckenmosaik， 

Netzmosaik @.fJ;のグイプに分類して詳細lに記載し

た。彼によればドイツに於ては甜菜，飼料用ビー

ト及び火焔菜がモザイク病に胃され Aphisfabaeの

媒介によってホウレンソウにうつるというととで

ある。彼はホウレンソウのモザイク病が汁液によ

って甜菜にうつるととを認めた。A.fabaeがとの

病害の媒介見虫なるととは，その後MOURAVIEFF

等 (1930)，VERPLANCKE(1933)， POUND (1947)等

によって詮明された。 SCHAFFNITund WEBER 

(1927)はモザイク病に胃された甜菜及び飼料用

ビ{トの飾部制l胞に!f;H~の封入休が存在すると

とをこ殻見して， 之に Elytrosoll1aと;{tlづ、けた

SCHMIDT (1927)は病葉に於ては諺酸石次の分布

が不均等で、，濃維部に多く黄線部に少ないととを

指摘した。 BRANDFNBURG(1927)はとの病害の媒

介昆虫として 111a.rosiphunl 仰を卑げ、たが，その後

HOGGAN (1933)， MATTHEWS (1945) 及び KVI-

CALA (1947)が之を認めた。 MOURAVIEFF等

(1930)は甜菜モザイク病が朗虫の媒介によってア

カザ，アオピユ及び、ハチジョウナに惇染ずる事を

認め，パイラスがヒユ，ハチジョウナの休内で越

冬すると考えた。 JONES(1931)及び、 HOGGAN

(1933)も亦との病気がホウレンソウに倖染する

ととを指摘した。 HOGGANはとのパイラスの物

理化墜的性質を研究したが， VERPLANCKE (1933)， 

MATTHEWS(1945)， POUND(1947)， KvrtALA(1947) 

及び SEVERIN等 (1948)も亦之に闘する研究を行

った。 VERPLANCKE(1933)はとの病害が 1JlJ'zus

persicae， Aphis fabceの外に il1acrosiphunlpelargoniiの

媒介によってうつるといい，約 7%の種子停染が

超ったと報告した。 SMITH，K. M. (1934)はAphis

rUnllClS及び lIJyzuspersicaeがとのパイラスをアカ

ザにうつナととを報告した。 MATTHEWS(1945) 

によればエニムージーランドに於ては甜菜，火焔菜

及びホウレンソウがとの病害に感染するというと

とであるが， POUND (1947)及び SEVERINand 

DRAKE (1948)は北米太平洋岸に於ても之等の杭

物が甜菜モザイク病に胃されるととを認めた。

PUUNDはとの他8科 11在Ii.の純物を感染せしめ，

SEVERIN G，庄は Beia川aritimaL.，ナツナ，ツルナ，

Kochio scopariaに感染するととを記した。 BEN-

NETT (1949)は閉山の媒介によって， との病害者と

アオビユ，Melilotus indica，ベニパナツメクサ外7

顧の植物へうつした。

WATSON (1946)， KVICALA (1947)及びSYLVE-

STER (1947，49， 50)はモモアカアブラムシととの

病気のパイラスとの闘係について，キ':1~絡な研究結

果を殻表した。

III 分布及び被害程度

甜菜モザイク病は次の諸国から報告された。

フランス (PRILL1EUXet DELACROIX 1898， Du-

Cm.1ET 1928， 29)， デンマルク (ROSTRUP1904， 
RAVN 1914， LIND 1915)，スウエ{デ.ン (ERIKSSON

1912)，ドイツ(MOLZ1926， BONING 1927， SCHMIDT 

1927)，ベルギー (VERPLANCKE1933， 34-35， DE 

HAAN et ROLAND 1925)，イギリス (SM1TH，K. M. 

1934)，オランダ (QUANJERen ROLAND 1936)，ロ

シア (MOURAVTEFFet al. 1930)，チェコスロバキ

ア (DRACHOVSKA-SIMANOVA1950，)アメリカ

TOWNSEND 1915， ROBBINS 1921， JONES 1931， 

HuGGAN 1933， POUND 1947， SEVERIN and DRAKE 

1948， SYLVESTER 1947， 50)， 日本 (HINO1933)， 

ニュ{ジ戸ランド (MATTHEWS1945)。我が園で

は夙に日野(1933)が甜菜モザイク病の護生を報告

したが，この病害に闘して詳かに研究した者がな

い。との病害の被害程度に闘して PR1LLIEUX等

はフランスに於ては減収 50%に建するととがあ

るといい， LINDはデンマルクに於て減牧 1/3，

種子生産量は約牛減すると記した。 MOLZによれ

ばドイツに於ては 40%の減牧が認められ， VER-

PLANCKEはベルギーに於て抗E病植物の合踏量が

6.7-7.2%減少するととを報告した。米固に於て

は POUNDが種子のl政量が 50%減やると見， チ

ェコスロパキアの SIMANOVAは28%の減収， 0.7

%の合隣量低下を認めた。
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IV病徴

Iflil場に於て自然感染せる甜菜K最も三町通に認

められる約徴は，葉に黄紘色或いは淡秘色の不規

則形の斑紋，又はl見l形のJXE貼が散在することであ

る。若い葉では}ll秘色の小斑里日iが多数散在するが

-次第に敢を増し，成主になるに従うて顕著なモザ

イク取斑紋となる。叉或る葉には芽脈透明化及び

帯欣に貨建せる部分を生じ，その部分にやがてi民

総色の斑紋を現わし，葉両に凹凸を生やる。相I1病

布fI物体は萎縮し，採和)t)f:よ本はtrJl苔しないか，或

いは著しくtrlJ苓がill;れる。温室内に於ては接組後
8-40日にして，若い実に武紘色の斑貼を生ヒ

(8， 9， 10I，';i]J，次第にその車(を滑し，時に隣接せる

斑貼と杵l合して淑者なモザイク斑紋を現わす(1，

3 lii>il)。或る葉は葉脈透明化するが (i，81!';i!J， ~&r' l 

色の部分が次第に葉脈に泊って棋がり京総色のfi?
を生じ，その日\lに隆起或いは陥浪せる 7&~紘色の斑

紋を生fる (3，51品1)。被害の半干しいものでは葉が

崎形をY.L，英国に~irÆ巳又は陥浪を生じ (2 ， 3 ， 4

li;，fj)，杭物休は杢く萎縮して生育が止まる。 ;';-'11.'、誕

のJ~.Y出は著しく外{WJに持き，尖端が前Ilくなり崎形

を2.する (4Ii';i!J。変の槌紘及び武鑓は成14Y及び老

ZLZに著しい(]] I;"ij)。約五ごが老成するに従って約徴

はイミHJJ献となり槌紘及び-j}~~~きが貯若となり脱落す

るものもある Q 甜菜dMA本百48批，木古 162IDJe， 
木古・1¥:)2披系1，本官3¥)8~定，*育 399 ~丸木育

401批等のIHlIL約微の相!主主は認められなかった。

V 費験材料及び方法

オ(jf!.!取に)Jjいた甜菜モザイク病材料は， 19-!¥) 

(，\'-北ifjj立大・，~i:~~早部長JAに於てJ羽市JIj副菜に殻約

せるものをJljいた。 iJti;t¥甜菜I111和は本一百48枕，

本育]62枕，本百 192IDJe，本育192~氏系 1，木古

398抗，木育399~虎， /及び本百401~虎であって北海

道農業試験場及び日本甜菜製i拘株式合ijil:野腕採種

f灯より特たものである。その他の杭物H(子は市販

のものを川いた。 fjhi武村i物は何れも 4寸鉢に 1-2

オヰゥfつ移杭しなるべく*WJ'fiに接相してその後約2
f~i 月[I\J1，目当主主オ1~けた。その日\1刊菜には石í'j安を施興

して護育在促進ぜしめ，その他の杭物には硫安乞

mいた。 fnJ試験中断虫を駆除する1f~にしばしばロ

テゾールを撒布した。汁液接種にはカ{ボランダ

ム庫出訟をmい病杭物汁液に設したガ{ゼをもっ
て，葉の去I訴を弧く摩擦した。朗且L接種に際しで

はあらかじめ甜菜J~.に飼育して無毒なるととを確

かめた朗出を昆虫飼育抗i中に於て増殖せ一しめてJIj

いた。

以 1二の貫験は ]950-1¥)52 (.1三存に豆り北海道

大J串去早部泣室内に於て行ったものである。

VI 惇染試験

(a) 土壌傍染

甜菜モザ、イク約の土壊伴染は BEANDEN-

llUl{G (1927)， BONING (1927)，乱1mm.AVIEFFet al. 

(l!..J30)によって否定されたが，筆者叶:の宜験車III-果

はモクくのill1りで、あった。

賓!政1-:11I;病市菜の生育せるIilil場の土壌を 4

寸鉢に入れ，百日来郁子を播日し護主i三せるWi250本

に就き約2iJii n 1m部gさしたが殻約したものはなか
った。

賢験2一抗i約甜菜の根:及び葉を品ill切して混入

した土壊 ~tl に甜菜を括和 L，琵:!Ft"，た7J{中約仰木

に 5?J' き約 2 何)j1i\1î11Q~去を組けたがや'Jれも稜子!なじな

かった。

空、防 3~ifut定内でモザイク仇礼病甜菜の護育

せる鉢に世~全土に殻J1~せるキ;葉 1-2 枚の羽f'Wî 吉三

1多布I'tしたが 45日後230本の布(i物中渡的したもの

は1本も認められなかった。

以j二の結果からとの先手加工ゴ:J:J''i{u{.!Atしないも

のと三月・えられる。

(b) 種子感染

DUCOMET (1929)， VERPLANCKE (]933)はmt
茶モザイク病が和子侍染すると報告ーしたが， LIND 

(]915)， ROBBfNS (192])， BRANDENBURG (1¥)27)， 

MUURAVlEFF ct a1. (930)， MATTIIEWS (1945)守;

は何れも之を否定した。 ]950年9月北海道上川郡

τ\:別町日本甜菜製桝株式合iJl.i:土 )JIJ製瞬間-及びs~l，\三

北海道大串法事古Glilìl場に於てモザイク恥~IlI ;病甜菜

から行た和子について寅lli設をと行ったが種-了'{l草染に

よる殻病は全く認められなかった。(第 1表委主!¥¥o
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第 1表 甜楽モザイク病ノぐイラスの種子f事染

|モザイク病l
.~寺本植物名 1~~1:~~~~1 11探病の有無I

4倍体甜楽 C4x) I総病

3倍f本甜楽 (3x) グ

試験附|州政

8師 o
O 

3{剖相官楽 (3x-B)

本育 48~虎(甜楽)

P本育 192減(甜楽)

本資401OJH (甜楽)i 

ナツナ l 

合計[

健全

経病

)/ 

グ 132

グ 807

I [柳380
(健)777 

817 

777 n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
 

1213 

605 

。。

(c) 汁液接種

本質験に於ては RAWLlNS and TuMPKINS 

(1936) に従い，降1Ú~刊としてカーボランダムを川

いて接加を行った。殻芳三後 1"":'4週間の前を 4寸

鉢に2本ゃっ杭えて接種し，その後2筒月問視察

を行ったので、ある。その結果は第2去の如くであ

った。

以上の結果からとのパイラスが汁液感染をすると

とが明白で、ある。 1950年に於ける感染率が 1951

年のそれによじし何れも低いのは， 1950 !ij三に於て用

第2a畏甜楽モザイク病パイラスの汁i夜接種

植物名 1 賢年験11El1 扱;4三積歎 的問浴伏期
盟主 (%J I (1'1> 

甜楽木脊 48.~虎 1950 168 30 17.8 7-40 

百It楽本育 48.~虎系 I 1950 25 5 20 18-30 

甜楽本T守48蹴 1951 39 13 33.3 8-26 

剖臨本音吋|引 nド5.0 
1951 I 38 I 12 31.5 9-32 

7|2i 即|ナ 、ソ ナ
1951 10 I 8 I 80.0 I 12-36 

1…l:;;:|:;1;|;;:l 
いた7Jiは殻芽後1何月の本業 7-8枚に生育せる

ものをJ!Jいた協と考えられる。

HOGGAN (1933)は葉を強く摩際することに

より感染率も良くなるととを報背したが， 1951年

に於ては，護芽後 1 週間の本葉 1~2枚程度の刺f~古i

を}日い出来るだけ担く摩捺したところ感染率が大

となった。 1952年5月温室内に於て，下記品和に

就き同一接租源をHlいて汁液接杭を行いUC3去の

如き結果を得た。接相に際して充分カーボランダ

甜楽品種名
支f
 

ntム
手
小
ι

寄付生コ6 
押

μ
『

v

験
一
回
一

I

試
・
一

-釘
H

h

E

一

軍

ι-
一

接
一
一

る
-
一
-
一
町
叫

す
-
一

t
-
-

3

・一

こ
だ
限
一
|
l
i

t
i
-
-

活

虫

-

↑

-
A
1

・一

回

附

園

一

楽
一
一

E

除
H

H

E

一

草

ぬ

"

闘

一

表
一
正
一一官一一

q
A
M
E
i
-
-
r
l
 

第
一

|糊察
(%) 

君主

V 言十

後芽後 7-10日 3/10 4/10 3/10 3110 2/10 15/50 30 
本育 48波

号室芽後約 30日 2/10 1{10 2{10 1{10 O{IO 6{50 12 

~芽後 7-10 日 2/10 2{10 4/10 2/10 3{10 13{50 26 
本育 16H虎

設予F後約30日 2/10 0/10 1/10 1{10 0/10 3/50 6 

2/10 3/10 1/10 2/10 1/10 9(50 18 
本育 19H庇

後芽後約30日 今0/10 0/10 1/10 1/10 0/10 2/50 4 

6/10 2/10 1/10 2/10 13/50 26 

本育 192披系 I 王室芽後約 30日 1/10 1/10 0/10 0/10 1/10 3/ラO 6 

4110 2/10 4/10 2/10 3/10 11/50 22 
*背 399蹴

王室芽後約30日 0/10 2/10 1/10 0/10 4/50 1/10 8 

主主芽後 7-1011 1/10 2/10 2/10 1/10 2/10 8/50 16 
本育3981)JR

王室芽後約30日 1/10 0/10 0/10 0/10 2/ラO1/10 4 

分母は技租干副知数，分子は波病1I!t。
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ムを振りかけ，汁液に浸したガーゼで架高を強く

摩擦した。

温室内に於ては殻芽後 7~10 日の羽l~古iに接和す

れば感染率が治iいが， 殻芽後30日経たTJiでは相

常師、く摩除したにも拘ら歩、6.5%の感染を起した

に過ぎなかった。耐菜の各品科、1mに著しい感染'1'1:

の芸は認められなかった。(みr~~. 3去最主1m)

第4表甜楽モザイク病パイテスの虫媒i主染

!Il正虫のが1植物快試出 | 
質験l他物名及び 飢餓 iJn害防力日朝霞病本州訪日
制虎甜楽品種名時 UfJ，時 F~I時引扇面|I pNo1crint!ll.'tI I "(時間)i (分j"'r(時n引 I (日)

モモアカアプラムシ Myzus persicαe SULZER 

本育 4851~ 。24時間 24 2/26 23-30 
E )/ 20-24 30 24 6/20 2ち-56

E グ 3 30 48 3/17 

IV 本脊 19H虎 2 30 24 5/23 31-41 

V 4ゲ 2 15 24 3/50 27-61 

百 グ O 飼育 6 9/30 

~] グ O グ 12 9/30 

1四 グ O グ 24 3/30 

E グ O グ 48 3/30 

X ナツナ 20-24 30 24 3/18 

)l グ F 30 24 5/20 

E グ 4 30 24 6/20 

理 " 3 30 24 8/20 
X羽 グ 2 30 24 2/20 

xv グ 30 24 日120

"XVI グ O 30 24 2/20 

グイグノアプラムシ Aphis glllc伽esMATSUMURA 

1 i本育 192減

][ !ナ、ソナ

ワタノアプラムシ Aphis goss引piiGLOVER 
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(d) 虫媒俸染

1950年夏以来モザイク病の殻生した農撃部甜

菜lilil場に於℃見出された4顧の朗虫をと月jいて虫媒

侍染の寅験を行った。明虫を移すには毛筆の尖を

i然してmい口吻を折らぬよう特に注意した。上端i
をガーゼにて被ったピ{カー中に朗虫を入れ-定

時1m飢餓の航態に泣いてから抗i;病甜菜j二に静かに

移し，一定時間汁i夜を吸収せしめた後供試杭物]二

に移し 6-48 時I~IJ放置し，その後薬剤で完全に駆

除した。 試験杭物としては本育48批，本育192

批，ナツナの設芽後約 1 週間のW~Wi を JH い， Jぅ.311i
をガ{ゼで覆うた直純約 10'cmi%さ約24cmのカマ

ラス筒で裂うた。之等4租の籾且lモヲ壬アカアブラ

ムシ， 夕、イヅノアフ守ラムシ， ワグノアブラムシ，

ニセダイコンアブラムシは何れも本病のパイラス

を媒介するととが分かった。(第4表ゑ照)

第5表 北大農皐淵i岡場に7たける甜菜主主病調査

nιn A 平重 名 i同級|問般|至宝病室事
(%) 

4402 29 5 17.9 

本有 48~波 36 15 48.4 

4048 日2 13 24.9 

本育398~JÆ 23 2 8.7 

本育 192~虎 27 O 。
3192 37 2.7 

4192 36 5 14.6 

V.W.F. n 2 7.8 

3V. W.F.A. 33 9 27.3 

3V.W.F.B. 27 2 7.8 

4V.W.F. 20 6 30.0 

ei st 1191 35 4 11.9 

ei st 1192 37 7 18.9 

ei st 1193 39 日 12.8 

ei st 1194 36 2 5.6 

ei st 1195 39 日 2.8 

ei st 1196 37 2 7.8 

US. 215. 216/3 35 7 20.1 

US. 216. 225 A 30 2 6.67 

GN. 201. 48A 22 2 9.09 

440.2 x Fod FI 23 O O 
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(e) パイラスの越冬

北海道大・早農謬郁liI'i¥場に於ける観察によれば

1950:'¥三5月採種目甜菜1判長の護芽と共に就に著し

く病微を現わすものが認められ 5月下10には同

年播種せる甜菜は本葉 4-6枚に注していたが全

く殻病は認められたかった。

然るに 6月下旬に入ってから急:i般に之主主のIml

1誌にも護病が認められた。之等の抗日病甜・菜は更に

翌年設約と共にその100%が顕著なモザイク病病

f止を示したととろによるとパイラスはliJJらかにtヨ:

棋の中で越冬し，翌春の悼染源となり妨虫の殻生

と共に院く侍染するものと推察される。 1950:.¥三存

播航した甜菜を 5月下10観察した時は全く抗日病し

たものは認められたかったが，同年秋収穫の際の

後約;教は次の女fIくで・あった。(百C5去参照)

本育 192枕はhlil場に於ては全く殻病は認めら

れや，殻芽約30日後のTJiは本育48枕に比し感染

率は低いが特に抵抗ぞ1，が班、いようには考えられな

し、。

VII 寄主範園

感受性杭物

汁液接和の結果アカザ科 (Chenopodiaceae)に

属する4:{iJi:の杭物が感染した。(河川表参照)

飼料mビートの病徴は，温室内に於ては甜菜
と杢くIilJfi{で、ある。 火焔菜では接杭後1O~36 日

後， l'ザiめ葉脈透IIJHt或いは葉脈オdJ;iの透明化が認
められる。若い実ではモザイク斑紋及び実の萎縮，

第6表甜楽モザイク病パイラスの寄主鈍悶

飼料!日ビート 20 

火 楽 20 

ナ ツ -j- 20 

ホウレンソウ i 20 

6 

8 

16 

日

活扱椅

(;.1ヰ育48iJ};')I 設が1扱
{本 I(本)

日 3 

5 2 

宮 4 

言 3 

実i百の隆起陥浪，崎形を現わす。時1<::.赤梢色のmJ
総を有する透明な輸i!k斑賠を'i¥Hr:し，次第にその

教を増す。之等の病徴は老嘆に至って戎第に不liJJ

H去となり，槌色:tfi:唆する。ナツナでは接柿後 12~

36[:1にして葉市民末端の透明化及び:'il.'脈透明化が現
われ，来い葉には小教の京総色の小斑時を1\~生し

次第にその敢及び大きさを哨し逢には葉全休に臓

がってモザイク斑#立となる。一般にモザ、イク斑紋，

黄色JHF，葉の萎縮，葉両の隆起及び陥波，崎形を

生やるととは淵菜の場合と全く同松である。特に

若い実に顕著な崎形の現われるととがある。実が

老成するに従って之笥;の病f哉は不明瞭となり葉会

休が槌様責務する。 ホウレンソウは~Jlf市後 8~20

日にして若い葉の槌紘，事服透明化が認められる。

葉の老成にwなって不明瞭な斑紋を生じ葉紘は
荒境し次第に葉全休が'j1t唆するに王る。時には葉

にモザイク斑紋を生じ，萎縮L，実株がT方へ措

く。布n物休の護育は著しく害せられ，時にはM死
するに王る o

第 7表 甜菜モザイク病の寄主総悶

逆接種|

供 試植物 名 |捌本数|制本数|植物名|本鍛|酬数

アカザ1"1 Chenopodia巴巴ae

ア カ ザ Che冗opod仰mαllmmL. 16 。 ブーツブー 2 。
十字花科 Cru巴iferae

カラシナ Bγαssica nigl'αKOCH 8 O ろノ 2 。
クキタチナ B. cαm1フestγisL. 20 O グ 2 。
向 楽 B. pekineηsi~雪 RUPR. 10 O グ 2 O 

体 楽 B. chinensis L 19 O '1 日 。
紫 カ 7 B.RαpαL. 21 O グ 2 。
7守ロ、y コリ B. 0[，ω・αceαL. 10 O ゲ 2 。
1守無大根 Rα:phαnus sαtivus L. 24 O 本育48~!R 4 。
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1)七試植物名 内科1[言病柑(42Jムパ病鍛
tl・日大根 Rα，phαnus sativus L. 34 O 本育48披 4 O 

tl' 藍 BrαssicαoleγaceαL. 36 O !j 6 O 

r/J 東 楽 B. peki叫ensisRUPR. 30 O !j 4 O 

寄居カプ B.RαpαL. 20 O " 4 。
ナス科 Solanaceae 

タ ノ、 工2 Nicoti，αnαtαbαcum L. var. White 
Burley 

7 。 !j 4 O 

Nicoti，αnα sylりestrisSPEG. et 6 O 
COMES " 4 。

ト ーず ト Lycopersicum esculentum MILL. 24 O グ 4 O 

シロパナヨウシュ
チョウ七ンアサカ。オDαturαstrαmonium L 8 。 !j 4 O 

イヌホオグFキ Solα冗u'm叫igrurnL. 10 O !j 2 O 

馬鈴菜(9}慢菜) S. tubeγosum L. 日 O !j 2 。
札幌ナンパン C日.psicumαn叫uU.mL. 8 O " 4 O 

巨大ナンパン グ 3 O !j 4 。
五E 子- Solαnum melongena L. 27 O !j 8 O 

ウリ平?十 Cucurbita巴eae

胡 瓜 C包tcumissαtivus L. 12 O グ 4 。
i羽I 瓜 C叫cuγbitamaxi四日 DUCH 13 。 " 8 O 

Vti 瓜 C1"trullusむutgαT伝 SCHRAD. 2 O グ 2 O 

マメ平ヰ Legumino喝ae

エンドウ Pisum sαtivum L. 30 O !j 5 O 

シロツメク Tγ~folium γepens L. 3 O " 4 O 

サアカツメクサ T. prαtense L. f. sαtivαSER. 3 。 グ 4 O 

ヒ=f'十 Amaranthaceae 

アオピュ Amαγα冗thusretrojlexus L. 8 O !j 2 O 

オオノぐコ科 Plantaginacea巴

オオノぐコ Plantαgo mαdoγ L. 8 O !j 3 O 

タデ、未l Polygona巴eae

イヌタデ、 Plygonum blumei MEISN. 8 O " 2 O 

エゾノギシギシ Rumex obtUS1folius L. Subsp. 5 O 
αgrestis DANS 

スベリヒコ平ミト Portulaceae 

スベリヒュ Portul，αC日 orerαce日 L. 2 O 

ツユクサ科 Commelin日巴eae

ツユクサ Commel伽αcom仰 '，unisL. 日 。

封 HH 甜楽{本育 48~虎) 36 12 

ナ ツ ナ 42 25 
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非感受性布{[物

汁i夜接郡によって 10科33H:の杭物に接杭を

行ったが，イIIJれも感染は認められなかった。接結

後約 1向nll¥l視察を行い，その後各桁i!抄jからナツ

ナ， 本有48枕に汁i夜により逆接粒を行い約2fti
月Il¥I観察を続け。た。 HUGGAN(1933)， SEVERIN 

and DRAKE (1948)はHavanatype， Primus tabacco 

は蛎虫の媒介によって beetmosaicのノ〈イラスを

接和すれば locallesionを生歩、るととを報骨した

が，オヰ病のパイラスの場合は保育のモモアカアブ

ラムシ各5匹ゃっ20本の Whit巴 Burleyvc. 2-3 

日加害せしめたが2f;l)i月後に至るも全く瑳病を認

めなかった。(第7去参照)

VllI バイラスの物理化皐的性質

(a) 稀韓限度

モザイク約抗i;約甜菜汁液を殺菌水で、 100佑，

500佑， 1000 怯，及び1500佑に稀科してそれぞれ

殻芽後1週1m"，1 0日の甜菜及びナツナの稚前に接
和した。その結果は第8去の如く病葉汁i夜は 1000

-1500似の稀料によって感染力を失うものと考え

られる。

第 8表 甜菜モザイク病葉汁i夜稀軍事の診響

1!~試純物 ナ ツ ナ Pド 育 48 sJ.主
!皮 験 ful 主主 ih'、伏期l

有}限度
J[ I 詰i E IV V (日)

1: 1 3/6 5/11 3/6 2/6 5/10 10/22 16~30 

1: 100 1/6 2/11 1/6 3/6 3/10 7/22 20~35 

1 : 500 2/5 1/6 3/11 0/6 2/6 3/10 5/22 26~35 

1 : 1000 0/5 1/6 1/11 1/6 0/6 1/10 2/22 30~36 

1 : 1500 0/5 0/6 0/11 0/6 0/6 0/10 0/22 

分河は接種本数，分子は霊童病段。

第 9表 甜楽モザイク病の高i品に到する抵抗性

供試植物

温度

ナ ツナ
質包

i 本育 48 械
販t 凶 弾主

前伏期1Ii司

I 言¥ ][ ¥ w ¥ v 長T (日)

~\j!!官民(無虞理) 1/4 3/10 4/14 

400C (10分) 1/8 3/10 4/18 

500C (グ) 2/10 2110 4/20 

550C (グ} 0/1ヨ 1/10 1123 

600C (グ) 0/10 0/10 0/20 

分母は接種本政，分子はま主主~l鍛。

(b) 高温に劃する抵抗性

モザイク病抗IH病耐菜11"液を長さ約 8cm， 内

千三年-)0.6 cmの硝子管中に渦し， fxlqYi，(a右こゴム栓で封

じ400C，50oC; 550C， 60GCの恒温槽中に入れ，

10分後也ちに水道水で、冷却し，甜菜本育48枕及

びナツナの*lh市に接相した。本質験に於ては 55GC
底正'1lによって念i敢に感染性の低下が認められ， 60 

GCに於ては全く感染力を失った。(第9去参照)

4/10 6/10 6/10 16/30 14-27 

2/10 3/10 4/10 9/30 20-36 

1/10 4/10 6/30 21-38 

0/10 2/10 0/10 2/30 20-42 

0/10 0/10 0/10 0/30 

(c) 病葉汁;夜の感染力保持期間

抗日病柑菜の汁i夜を約 10cc宛試験管に入れ室
慌に (15-20

GC)12時IHl， 24時IUI，36時間及び48

時It¥l放置し甜菜本育48蹴に接種してその後2何月

1i-'!11.国察を結けた。 その結果48時Il¥J後に接杭せる

ものの仁111本に渡的が認められたが， 36時1m後の
汁液では感染が起らなかった。，UIJちとのパイラス

は24-48時IH1の聞に不活性化されるものと考え

られる。(出 10去参照)
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第 10表 汁液中に於ける甜楽モザイク病パイラスロ7感染カ保持却Ht可

供試植物 ナヅナ| 本

2主 験
保存時lIa

E E 

1京、 il主 4/12 2/6 5/6 

12 n寺IIlJ 1/6 3/6 

24 グ 3/10 1/6 1/6 

36 グ 0/6 0/6 

48 IJ 0/6 1/6 

分.，まは接種本鍛，分子は獲がi鍛を示す。

IX考察

従来欧米に於て古11菜を伏すと報汗されたノ〈イ

ラスは6紐あるが (SM1TH1937)，筆者そ庄の研究

したノζイラス約のh¥iIJ訪及びiKJ.宗内に於ける病徴は，

LIND (HH5)， RUBBINS (1921)その他によって報

台された甜菜のモザイク病とI..j総 Cある。

BONING (1927)は甜菜のモザイク病がホウレ

ンソウのモザイク荊と悌]係のあるととを暗示し，

HUGGAN (1933)は甜菜が胡瓜のモザ fク病パイ

ラス及び、ホウレンソウモザイク病のパイラスに

感染するととを報告したが，本研究にmいたパイ
ラスはホウレンソウにモザイク病を生やるが胡瓜

や市1止を佼さなかった。 GRANT(1934)はグパコ

モザイク病パイラスが甜菜をこ位害するととを報台

しているが，とのバイラスは接種した葉以外の組

織に摘がらや且つ扮虫によって伴染せ十本病のパ

イラスとは全く異なるものである。 HOGGAN

(1933)， SEVE1ZTN and DRAKE(1948)は甜菜モザ、

イク荊パイラスはモモアカアプラムシによってグ

パコに locallesionを生示、ることを報告したが，

我々の行った寅験で、は之を認めるととは出来なか

った。

MOURA VIEFF et al. (1930)はアオビユ，ハチ

ジョウナ等が Aphisfabaeの媒介によって甜菜の

モザイク病パイラスに感染し，母:根以外の主要な

伴染i原なるととを指針jし， POUND (1947)はアカ

ザ科I'C民する杭物の外 8科 111"，，]:の布Ii物が汁液に

よってとのパイラスに感染したととを桜台し，

BENNETT (1949)はアオビユ，凡.felilotlls illdica， 

Trifolillm illcamatll1Jl が自然感染する外7粧の植物

T守 48 ~J，tt 
回 数

i替伏期JII日
IV V (fI) 

2/6 5/10 14/28 12-34 

3/10 7/22 31-36 

0/6 1/10 3/28 18-45 

0/6 0/10 0/28 

0/6 0/10 1/28 32 

が蜘出の媒介によって感染するととをUJjらかにし

た。之ぜ，.の結果はIlIil場に於ける雑草がほー根以外に

イ訴の侍染拡iとなるととを示すものであるが，本研

究にHJいたパイラスは甜菜，伺料fIj甜菜，火焔菜，

夏菜， ホウレンソウに感染するがその他の 10科

33 frfiの布li秒al'Cは汁液による感染を認めるととが

{I¥米なかった。寄主範|主!I'C闘しでは更に妨虫によ

る感染杭物及び1辻本以外にパイラスの越冬植物と

なるべき璃L平に就いて今後五I!に研究を要する。パ

千ラスの 2~3 の物斑化事的性質に闘する従来の

研究結果は出 11去に示じた如くである。

HOGGAN (1933)， MATTHEWS(1945)， POUND 

(1947)等の研究結果と VERPLANCKE(1934-5)の

それと相注しているととに闘して， PuUND (1947) 

は VERPLANCKEのmいた欧州のパイラスと
HOGGAN 及び POUND.~f;;のパイラスとは全く系

統が異なるものであろうと:考えた。汁滅の稀騨限

度は HOGGAN(1933)， MATTHEWS(1945)は1000

倍， POUND (1947)は2000俗と報告した。 SEVERIN

and DRAKE (1948)は5000倍稀騨液が感染力を有

するととを報じ他の研究者の報青した結果と相

準ずるのは，抗ヒ病JP1I Ll Jの短かい植物(護病後 1~3

日) を接租‘源にmいた1rbで、品うろうとjJj;べている。
汁液の宗i毘に於ける感染力保持oIPlItf1は HOGGAN
(1933)， MATTHEWS(1945¥ POUNU(1947)等は24

~72 時11\1 と報台し， SEVER1N and DRAKE (1948) 

の6日と甚だしい去を示しているが，之は後者が

質験中汁液を暗所に保存した僑かも知れない。本

研究にJljいたパイラスは第 11去に示す通り

HOGGAN， MATT、HEWS等の報台と極めて近い性

質を示し7ζ。
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第 11表 百It楽モヂイク1i'1ノ〈イラスのtl:Ti

i"rJt 先 ポー

'1ゴ: 1'，( IH…IMP- POUND IK山 筆者
(1933) (J 933) (1946) (1947) (1947) (1948) 

両地抵抗 I55-60'C 90-95'C 55-60oC 610C 550C 

問中の器命|吋間|←…ぅ 124明日]i 72時IIH l48~7川 6日 24時間
(21
0

Cj 9-108 (J2C') (2 (200C) (20C') 

稀際限度| 1: 1，000 I 1 : 100，000 I 1 : 1，000 I 1.: 1，000 I 1 : 5，000 1 : 1，000 

筆者等の研究によればとのバイラスは汁液に

よって体染する外，モモアカアブラムシ，グイヅ

1アブラムシ， ワグノアブラムシ及び・ニセダイコ

ンブプラムシの 4砲の紛出によって媒介されるo

POUND (Hl47) は Puget Sound 土也)J，(えと似1Wa-

shington)I'¥)で、は耐菜モザイク約は主としてモモ

アカアブラムシ， Ap~zis fabaeによって体播される

ときWiIi-し， SEVERlN and DRAKE (1948)等は Ca-
lifornia地方のltiil場で、は主として Aphis川iddletonii，

il1acrosiphUf// pisi， Myzlis persicae 及び Aphisrumicis 

が媒介するものであると述べている。北海道の甜

菜/l1iI場ーに後生する籾山は主としてモモアカアブラ

ムシが大部分であり，特にモザイク病予芝生の前後

はモモアカアプラムシが最も多く殻生するのでIlIll

場停染の大部分はとの妨虫の媒介によるものと批

fιされる。 VERPLANCKE(1934-35)の報背した甜
菜のモザイク病は種子体染をこなしパイラスの性

質が HOGGAN(1933)の報止せるととろと甚だ相

違しているが， VERPLANCKEはとのようた結県

は，モザイク病の殻現に2種以 kのパイラスが闘

係しているととによるものであろうと主張した。

然し POUND(1947)は之等の相主主をパイラスの系

統の差異に帥した。

MOlJRAVlEFF et aL (1930)も夙に耐菜モザイ

ク病の病徴が種々鑓化するととから 2組以上のパ

イラスがl剖i系するものではないかと想像したが，
SMIT1{ (1934)は之を否:ιし1有fi:のパイラスによる
ものであるととを主張した。 ~P:7í-{'!i;が北海道の袖

菜モザイーク約を，..n波及ぴ蛎虫による接間，iJ¥験の
結果とパイラスの物理化皐fl".!性質をこ考察せる結果，

との病容が2杭:以上のパイラスの出合感染による

と認めれ}たい。之を裂するに，北市道に殻生しつ

つある甜 ~(í.) ノ《イラス ~IÀJは主として加来，飼料HJ

ビート，1i袋及び火焔菜を日し， ROBBINS (1921)， 

HOGGAN (1933). POUND (1947)等の報白せる甜菜

のモザイク約と同-のものと考えられる。

X 摘要

1) 北海~illに於て， 1 H40年以来加来をも;・す 1杭の

パイラス約の設生が認められる。

2) :fM約布1(物は実に:n~J医透明化，京総色班出1i，及

び、モザイク斑紋を生やる。時に主の京縫，主iI'ii

の凹{T!，附形及び全株の萎怖が認められる。 温

室内に於ける潜伏期!日|は 8~40 日で、あっtco

3) とのパイラスの.-J接伴染又は郁子1!l1:?1tは認め

られない。然し:rii¥病杭物の汁液によって悼染す

る。

4) ζのパイラスはモモアカアプラムシ，ダイズ

ノアブラムシ，ワクノアプラムシ及びニセダイ

コンアプラムシの媒介に依って甜菜から市来及

び、夏誌に{ヰ染した。 Irlil場に於て体染をまht介する

のは主としてモモアカアプラムシであるとJ目、わ

れる。

め このパイラスは甜菜の月:根 ~Il に於て越冬す

る。

6) とのパイラスは病葉汁i夜の接間によって附菜，

倒料}IJビート，火焔菜，夏茶及びほうれんそう

に14凶としたが， その他の 10科 17民 33H(の杭

物にうつらなかった。

7) 甜菜病変の汁液は 1000~1500 1告の同~~}l ， 55 
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~600C分 10nlJの加熱に{:{，くって， 叉室iXJに於て
は24-48時1111後に感染力を:失う。

8) との約書は阪に欧米及び、ニュージ{ランドか

ら報古された柑菜モサ、イク病と l司ーの高石毛!と~・

えられる。
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Resume 

During the summer of 1949 a mosaic disease of sugar beet appeared for the first time in the seed 

beet plot in the experimental field of Faculty of Agricultur巴， Hokkaido University in Sapporo. Subse-

qu巴ntlythe disease was found in several localities in Hokkaido. 

The suggar-beet mosaic is characterized by vein clearing， yellow spotting and mottling on the foliage， 
yellowed， rugose and distorted leaves and stunting of th巴 plants.
The virus is not transmitted through the soil or beet seed， whereas it is transmissible by artificial 

juice inoculation: 

The virus was transmitted from sugar beet to sugar beet and Swiss chard through the agency of 

4 sorts of aphid， MyzlIs persicae SULZ.， Aphis g!ycines MATS.， A. gossypii GLOV. and RIIOPa!osipltllll1 pselldo-
brassicae DAVIS. lJ，fyzus persicae is chiefly considered to play the role of vector under natural conditions. 

The virus overwinters in the root of sugar beet. 

The disease was transmitted by juice inoculation to fodder beet， table b巴et，Swiss chard and spinach. 
The incubation period rang巴dfrom 8 to 40 days in the gre巴nhouse. Twenty-seven species of plants 

belonging to 10 famili巴san占 17g巴nera were not affected by the disease when thes巴 plantswere inocu-

lated mechanically with the beet-mosaic virus. 

The beet-mosaic virus has a dilution e.nd point in extracted sap of 1: 1000-1500 and the thermal 

inactivation point lies between 55C' and 60oC. The virus was inactivated in vitro after 24-48 hours 

at room teロlperature.

The disease is regarded as identical with beet mosaic disease previously reported from Europe， United 
States and Newzealand. 



E量販 I 

3 

5 e 7 
〉三玖

8 


